
町教育振興会表彰（挨拶賞・協働賞）の受賞者を紹介します

挨拶賞・協働賞の目的

　町の児童生徒の個性や能力を発見し、これを表彰することによって、地域住民との絆を深め、心身ともに健全でふるさ
と養老を愛する児童生徒を、地域ぐるみで育てることを目的としています。地域住民の皆さまと学校（保護者を含む）から
の推薦により、表彰規程に該当する児童生徒をＣＳ（コミュニティ・スクール）で選考しています。今年度から、学年に関
係なく表彰の対象とすることとなりました。受賞者は次のとおりです。

受賞者（敬称略）
挨拶賞　…　いつも明るく元気に、笑顔で誰にでもよくあいさつをする児童や団体

＜団体の部＞　飯ノ木通学班（広幡小）　橋爪通学班（日吉小）

協働賞　…　地域行事などに積極的に参加し、地域行事の運営に係わっている生徒や団体

＜個人の部＞　高田中　　大橋 凛音（３年）　橋本 真里（３年）

　　　　　　　東部中　　安部 信治（３年）　伊藤 海斗（３年）　野原 綾華（２年）

養老小　　近藤 　旭（６年）　長江 夏樹（６年）

　　酒井 悠那（４年）　長江 涼太（４年）

広幡小　　西脇 悠人（６年）

上多度小　古川 陽子（６年）

池辺小　　杉野 彩風（６年）

笠郷小　　近藤 結莉（６年）

養北小　　大橋 愛翔（６年）　佐竹 壮介（６年）　髙橋 快斗（６年）

若山 隼大（６年）　清水 葵　（５年）　早崎 泰生（３年）

　青山 幸生（２年）

日吉小　　久保山 朝陽（６年）

町教育振興会事務局（生涯学習課内）　☎32－5086問

　農地利用の最適化に向けた取り組みや、担い手の農地集積・集約に尽力し、室原地区において遊休農地となっていた約
1.7haを解消するなどの功績が評価され、農林水産大臣賞を受賞した町農業委員会の問山博之会長（写真中央左）と小野和
孝職務代理（写真左）、町農業委員の田中清美さん（写真右）が２月５日（木）に川地憲元町長を訪問し、その報告をしました。
　問山会長は「着手してから10年を経過するような、時間をかけてやってきたことが評価されたのだと思います。これま
で町やＪＡと力を合わせ、地域計画の推進や所有者不明農地・遊休農地の解消に向けた農地の集積・集約化に取り組んで
きましたが、今後は若い人や女性の力も借りて新しいことにも挑戦していきたいです」と話しました。
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